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令和７年６月 17 日 
総務省行政管理局公共サービス改革推進室 

民間競争入札実施事業 

「環境省京都御苑の維持管理業務」の評価について（案） 

 競争の導入による公共サービスの改革に関する法律（平成 18 年法律第 51 号）第７条

第８項の規定に基づく標記事業の評価は以下のとおりである。 

記 

Ⅰ 事業の概要等 

事  項 内  容 

実施行政機関等 環境省 

事業概要 京都御苑の維持管理業務 

① 京都御苑の維持管理全体のマネジメント業務

② 苑内の維持管理業務（植生管理、清掃業務、巡視・利用指導、広報案内）

③ 収益施設等管理運営業務※（売店、飲食施設、駐車場、運動施設等。

自主事業（臨時の飲食・物販施設等の設置・管理運営）を含む。） 

※土地使用料を納めた上で独立採算により行う業務

実施期間 令和５年４月１日～令和８年３月 31 日 

受託事業者 一般財団法人国民公園協会 

契約金額（税抜） 255,730,000 円 （単年度当たり：85,243,333 円） 

入札の状況 １者応札（説明会参加＝５者／予定価内＝１者） 

事業の目的 京都御苑は、京都御所等を取り巻く公家町跡が皇室苑地として整備されたこ

とに始まり、各御門、閑院宮邸跡、拾翠亭（九條家茶室）等の貴重な歴史的遺

産や、豊かな自然環境を提供している。本業務は、京都御苑について、国を代

表する品格のある庭園として歴史的な資源・文化遺産を承継すること及び自然

環境を適切に保全しながら、苑内利用者が安心して快適に利用できる環境を整

備して、社会的価値・機能を保持しながら、国が管理する公園に相応しい、質

の高い管理運営に資することを目的としている。 

選定の経緯 競争性に課題があったことから、平成 19 年～29 年まで公物分科会等のヒア

リングにおいて、業務の対象範囲（収益業務を対象に入れるか）の検討及び市

場化テストとして実施することの適否についても検討が重ねられ、平成 30 年

基本方針において選定された。 

資料５ 
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Ⅱ 評価 

１ 概要 

市場化テストを継続することが適当である。競争性の確保という点において課

題が認められ、総合的に勘案した結果、改善が必要である。 

２ 検討 

（１）評価方法について

環境省から提出された令和５年４月から令和７年３月までの実施状況についての

報告（別添）に基づき、サービスの質の確保、実施経費及びその前提としての競争性

等の観点から評価を行う。 

（２）対象公共サービスの実施内容に関する評価

事  項 内  容 

確保されるべき

質の達成状況 

以下のとおり、適切に履行されている。 

確保されるべき水準 評価 

① 京都御苑の維持管理全体のマネジメント業務

業務全体において、京都御苑の歴

史的な資源及び文化遺産として社

会的価値・機能を考慮した取組、並

びに皇室関連施設の外苑としての

景観保持、清潔・安心・安全等に配

慮した取組に加え、環境省所管施設

であることを考慮し、環境にも配慮

した取組等を実施する。各取組につ

いて、全体最適をめざし、個別業務

との相互連携の下、一元的な進捗管

理が行われるよう目標を設定する

こと。 

適 

京都御苑の維持管理全体につい

て目標を定め、その一元的管理方針

の下で、維持業務、収益業務という

多岐にわたる業務について総合的

な調整のもと、相互連携を保ち適切

な進行管理を行うとともに、京都御

苑の維持管理が円滑に行われるよ

う業務を行った。 

② 維持業務

（ア）植生管理業務

京都御苑の歴史・文化的価値の重

要性を踏まえた景観の維持・管理を

行うとともに、市街地の中心部にお

ける貴重な広大な緑地であり、苑内

利用者が自然とふれあう場として、

安全かつ快適に利用できるよう常

適 

苑内の樹木管理、草地・樹林地管

理、苑路の不陸整正、砂利敷均し、

ロープ柵等簡易施設の設置等を行

った。 

植栽等の環境についての利用者
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に良好な状態が保たれていること。 へのアンケート結果では、「良い」、 

「まあまあ良い」、「普通」の回答

が８割以上を占めた。 

（イ）清掃業務 

苑内の快適性が保たれるよう苑

内で発生したゴミの除去、苑内施

設等の汚れの予防・除去が行わ

れ、苑内利用者にとって快適な衛

生環境が保たれていること。 

適 

苑内利用者に、清潔かつ快適な利

用環境を提供するため、苑地、苑路、

外溝等のゴミ拾い、落ち葉清掃、除

草、トイレ、ベンチ等の苑内施設の

点検及び清掃等を行った。 

また、利用者に対するアンケート

結果においては、清潔と感じた施設

として、中立売休憩所や閑院宮邸跡

収納展示館等の回答が得られた。 

 （ウ）巡視・利用指導業務 

苑内利用者が安全・安心かつ快適

に過ごすことができるよう危険箇

所や危険物の早期発見、禁止行為や

危険行為の未然防止、苑内利用者へ

の注意事項の指導等が行われ、苑内

利用者が快適に過ごせる巡視・利用

指導が実施されていること。 

適 

苑内利用者に安全・安心かつ快適

に利用できる環境を提供するため、

適宜、苑内を巡回して、利用者の安

全を確保するとともに、禁止行為・

危険行為・迷惑行為に対する注意及

び是正指導を行うとともに、危険行

為等の未然防止に務めた。また、工

作物の点検及び簡易補修、トイレ等

の解錠・施錠、拾得物・遺失物対応、

傷病鳥獣等の保護等を行った。 

苑内施設の快適性について、利用

者に対するアンケート結果におい

ては、「良い」、「まあまあ良い」、

「普通」の回答が８割以上を占め

た。 

（エ）広報案内業務 

苑内の歴史、自然、施設等の利用

に係る情報が、利用者のニーズに応

じて適切に提供されるよう、情報の

収集・発信、案内が適時・適切に行

適 

苑内利用者への情報提供の拠点

として、苑内にインフォメーション

施設を設置し、窓口対応・電話対応
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われるとともに、京都御苑の魅力を

多様な手法で積極的に発信するこ

と。 

等の問合せ対応を行い、案内及び情

報提供の多言語化にも対応したほ

か、御苑内外の自然情報や施設利用

情報等の収集、インターネット等も

活用して情報発信を行った。また、

自然資源等を活用したイベントの

企画・運営、広報案内施設の維持管

理等も行った。 

民間事業者が運営する京都御苑

のHPについて、利用者に対するアン

ケート結果においては、「充実」、

「まあまあ充実」、「普通」の回答

が７割以上を占めた。 

③ 収益業務 

苑内利用者へのサービス向上を

目的とし、包括的・統一的な苑内管

理の下、維持業務との連絡調整を図

りながら、苑内利用者の利便性が高

まり、安全・快適かつ清潔な環境が

保たれていること。特に、環境対策

については、節電や脱プラスチック

等の積極的な取り組みを行うこと。

また、自主業務を行う場合は、京都

御苑の利便性や魅力をより一層高

めるよう適切に行うこと。 

適 

苑内利用者へのサービス向上の

ため、維持業務と相互連携を保ち、

適切な管理を行うとともに、環境対

策として紙製カップ、紙製ストロ

ー、紙袋を提供してプラスチックご

み削減の取組みを行った。また、京

都御所特別公開時に臨時飲食・売店

の設置運営管理を適切に行った。 

 

④ 業務の不備等 

本業務の範囲内において、明らか

な業務の不備や重大な過失に起因

する、展示物及び設備・備品の損傷・

遺失の発生件数が０回であること。 

適 

本業務の範囲内において、明らか

な業務の不備や重大な過失に起因

する、展示物及び設備・備品の損傷・

遺失の発生件数は０回だった。 

⑤ イベント等の企画立案  

業務全体を通して、自然資源、歴

史的遺構等の京都御苑の魅力を活

用したイベントを企画し、 実施回

数が 12 回（年４回×３）以上であ

適 

（令和５年度） 

和菓子をテーマとしたイベントを

季節ごとに４回実施した。 
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ること。 

 

（令和６年度） 

京都御苑の自然資源をテーマとし

たイベントを４回実施した。 
 

民間事業者から

の改善提案 

 QR コードの読み取りによる「多言語デジタル御苑マップ」（英語・中国語・

フランス語）を作成し、インバウンド客に対応した。 

 HP や SNS にて開花情報や見どころに関する情報を定期的に発信した。蓄積

したデータベースにより「苑内植物等の開花情報および見所マップのWEB

アプリ」を作成中である。 

 

（３）実施経費（税抜） 

実施経費は、市場化テスト 1 期目より追加したマネジメント業務に係る経費と業務

範囲が増加した清掃業務等に係る経費を実施経費（単年度）から控除して市場化テス

ト前（令和元年度）と比較したところ、下記のとおり、2.4％（1,455,478 円）の経費

増となった。 

 しかしながら、経費の増加率は、最低賃金の上昇率※１及び当該業務に類似した職種

の労務単価の上昇率※２よりも下回っていることから、一定程度の経費削減効果があっ

たものと評価できる。 

市場化テスト前（令和元年度） 60,909,091 円 

実施経費（単年度） 85,243,333 円 

控除後の実施経費 62,364,569 円 

増減額 1,455,478 円増額 

増減率 2.4％増 

 ※１厚生労働省 地域別最低賃金改定状況（京都府）の数値に基づく上昇率（令和元年度から令和５年度）は、10.9% 

 ※２国土交通省 建築保全業務単価（清掃員Ａ）（大阪地区）の数値に基づく上昇率（令和元年度から令和５年度）

は、17.2% 

 

（４）選定の際の課題に対応する改善 

課題 競争性に課題が認められたところ、入札参加資格の緩和や情報開示、評価

項目の見直し等を実施したが、結果１者応札するに至り、課題が残った。 
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（５）評価のまとめ 

業務の実施にあたり確保されるべき達成目標として設定された質について、すべて

の項目において達成したと評価することができる。 

経費削減効果については、「（３）実施経費」に記載のとおり、一定の効果があっ

たものと評価できる。 

民間事業者の改善提案について、QR コードの読み取りによる多言語デジタルマップ

の作成や SNS による開花情報等の情報発信など、民間事業者のノウハウと創意工夫の

発揮が業務の質の向上、事業目的の達成に貢献したものと評価できる。 

一方、競争性においては一者応札となり、課題が認められた。 

（６）今後の方針 

以上のとおり、競争性の確保において課題が認められ、本事業において良好な実施

結果を得られたと評価することは困難である。 

そのため、次期事業においては、入札スケジュールの見直し等、競争性改善の取組

について検討を加えた上で、引き続き民間競争入札を実施することにより、民間事業

者の創意工夫を活用した公共サービスの質の維持向上及び経費の削減を図っていく必

要があるものと考える。 
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令和７年５月23日 

環境省自然環境局京都御苑管理事務所 

 

民間競争入札実施事業  

「環境省京都御苑の維持管理業務」の実施状況報告 

 

 

 基本方針に基づく標記事業の実施状況は以下のとおり。 

 

Ⅰ 事業の概要等 

 

   事 項 内   容 

事業概要 

①京都御苑の維持管理全体のマネジメント業務 

本業務全体のマネジメント及び企画立案業務、各業務及び全体

業務の適切な進行管理を行い、京都御苑の維持管理が円滑に行わ

れるための諸業務 

②苑内の維持業務（委託費により行う業務） 

（ア）植生管理業務 

苑内の樹木管理、草地・樹林地 管理、苑路の不陸整正、砂利

敷均し、ロープ柵等簡易施設の設置 

（イ）清掃業務 

苑地、苑路、外溝等のゴミ拾い、落ち葉清掃、除草、トイレ、

ベンチ等の苑内施設の点検及び清掃 

（ウ）巡視・利用指導業務 

禁止行為、危険行為、迷惑行為に対する注意及び是正指導、工

作物の点検及び簡易補修、トイレ等の解錠・施錠、拾得物・遺失

物対応、傷病鳥獣等の保護 

（エ）広報案内業務 

窓口対応、電話対応等の問合せ対応、御苑関連情報の収集、イ

ンターネット等による情報発信、自然資源等を活用したイベント

の企画・運営 

③収益施設等管理運営業務（土地使用料を納めた上で独立採算に

より行う業務） 

駐車場、飲食・物販施設、拾翠亭（茶室）、運動施設の管理運

営。臨時の飲食・物販施設等の設置・管理運営を含む（自主事業） 

 

事業実施期間 

令和５年４月１日から令和８年３月３１日までの３年間 

（※評価対象期間は、令和５年４月１日から令和７年３月３１日

まで） 

別添 
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受託事業者 一般財団法人国民公園協会 

契約金額（税抜） 

255,730,000 円 

（令和５年度：85,243,333 円） 

（令和６年度：85,243,333 円） 

（令和７年度：85,243,334 円） 

入札の状況 １者応札（説明会参加＝５者／予定価内１者） 

事業の目的 

京都御苑は、京都御所等を取り巻く公家町跡が皇室苑地とし

て整備されたのが始まりで、国民公園として国が直接管理する

こととなった。各御門、閑院宮邸跡、拾翠亭（九條家茶室）等

の残された遺構は、貴重な歴史的遺産として保護・継承されて

きており、敷地には多種多様な動植物が生息する豊かな自然環

境を提供している。 

京都御所等皇室関連施設の外苑として由緒ある景観を維持す

る庭園としての機能はもちろん、散策や教養、自然や歴史との

ふれあい、さらには市民スポーツの場等、多様な機能を備えて

おり、多くの市民や観光客が訪れている。 

以上のように、京都御苑は国を代表する品格のある庭園とし

て、歴史的な資源・文化遺産を承継すること及び自然環境を適

切に保全しながら、苑内利用者が安心して快適に利用できる環

境を整備して、社会的価値・機能を保持しながら、国が管理す

る公園に相応しい、質の高い管理運営に資することを目的とし

ている。 

受託者決定の経緯 

「京都御苑維持管理業務｣における民間競争入札実施要項に基

づき入札を実施し、入札参加希望者 1者から提出された企画書

について環境省京都御苑の維持管理業務に係る企画書審査にて

審査をした結果、評価基準を満たしていた｡また、入札価格につ

いては、令和５年２月７日に開札したところ、予定価格の制限

範囲内であったため、上記の者を落札者とした｡ 

 

Ⅱ 評価 

１．事業の質に関する評価 

（１）本業務の実施に当たり達成すべき質及び最低限満たすべき水準及び実施状況 

 

① 京都御苑の維持管理全体のマネジメント業務 

（満たすべき水準） 

業務全体において、京都御苑の歴史的な資源及び文化遺産としての社会的価値・

機能を考慮した取組、並びに皇室関連施設の外苑としての景観保持、清潔・安心・

安全等に配慮した取組に加え、環境省所管施設であることを考慮し、環境にも配慮
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した取組等を実施する。各取組について、全体最適をめざし、個別業務との相互連

携の下、一元的な進捗管理が行われるよう目標を設定すること。 

（実施状況） 

京都御苑の維持管理全体について目標を定め、その一元的管理方針の下で、維

持、収益業務という多岐にわたる業務について総合的な調整のもと、相互連携を保

ち適切な進行管理を行うとともに、京都御苑の維持管理が円滑に行われるよう業務

を行った。 

 

② 維持業務 

（ア） 植生管理業務 

（満たすべき水準） 

京都御苑の歴史・文化的価値の重要性を踏まえた景観の維持・管理を行うととも 

に、市街地の中心部における貴重な広大な緑地であり、苑内利用者が自然とふれあ

う場として、安全かつ快適に利用できるよう、常に良好な状態が保たれているこ

と。 

    （実施状況） 

 苑内の樹木管理、草地・樹林地管理、苑路の不陸整正、砂利敷均し、ロープ柵等

簡易施設の設置等を行った。 

また、利用者に対して実施するアンケートでは、植栽等の環境について、「良

い」５５％、「まあまあ良い」２３％、「普通」６％であり、８割を超える回答が

得られた。 

   令和５年度アンケート結果 

植栽等の環境

について 

 良い まあまあ

良い 

普通 少し悪い 悪い 分からない 

樹木（垣根含む） 61.5％ 21.5％ 4.6％ 1.5％ 4.6％ 6.2％ 

芝地・草地 58.5％ 24.6％ 1.5％ 7.7％ 3.1％ 4.6％ 

芝路（御苑内の砂砂利） 46.2％ 23.1％ 12.3％ 7.7％ 4.6％ 6.2％ 

 

（イ） 清掃業務 

 （満たすべき水準） 

苑内の快適性が保たれるよう苑内で発生したゴミの除去、苑内施設等の汚れの予

防・除去が行われ、苑内利用者にとって快適な衛生環境が保たれていること。 

  （実施状況） 

 苑内利用者に、清潔かつ快適な利用環境を提供するため、苑地、苑路、外溝等の

ゴミ拾い、落ち葉清掃、除草、トイレ、ベンチ等の苑内施設の点検及び清掃等を行

った。 

また、利用者に対して実施するアンケート結果においては、清潔と感じた施設と

して、中立売休憩所や閑院宮邸跡収納展示館等の回答を得られた。 
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（ウ） 巡視・利用指導業務 

 （満たすべき水準） 

苑内利用者が安全・安心かつ快適に過ごすことができるよう危険箇所や危険物の

早期発見、禁止行為や危険行為の未然防止、苑内利用者への注意事項の指導等が行

われ、苑内利用者が快適に過ごせる巡視・利用指導が実施されていること。 

  （実施状況） 

苑内利用者に安全・安心かつ快適に利用できる環境を提供するため、適宜、苑内 

を巡回して、利用者の安全を確保するとともに、禁止行為・危険行為・迷惑行為に

対する注意及び是正指導を行うとともに、危険行為等の未然防止に務めた。また、

工作物の点検及び簡易補修、トイレ等の解錠・施錠、拾得物・遺失物対応、傷病鳥

獣等の保護等を行った。 

また、利用者に対して実施するアンケート結果においては、苑内施設の快適性に

ついて、「良い」４８％、「まあまあ良い」２０％、「普通」１５％であり、８割

を超える回答を得られた。 

令和５年度アンケート結果 

 

（エ） 広報案内業務 

 （満たすべき水準） 

苑内の歴史、自然、施設等の利用に係る情報が、利用者のニーズに応じて適切に

提供されるよう、情報の収集・発信、案内が適時・適切に行われるとともに、京都

御苑の魅力を多様な手法で積極的に発信すること。 

  （実施状況） 

 苑内利用者への情報提供の拠点として、苑内にインフォメーション施設を設置

し、窓口対応・電話対応等の問合せ対応を行い、案内及び情報提供の多言語化にも

対応したほか、御苑内外の自然情報や施設利用情報等の収集、インターネット等も

活用して情報発信を行った。また、自然資源等を活用したイベントの企画・運営、

広報案内施設の維持管理等も行った。 

また、利用者に対して実施するアンケート結果においては、民間事業者が運営す

る京都御苑のＨＰについて、「充実」２２％、「まあまあ充実」３５％、「普通」

２２％の回答があり、７割を超える回答が得られた。 

苑内施設の快

適性等につい

て 

 良い 

充実 

まあまあ

良い・充

実 

普通 少し悪い 悪い 分からない・

対応を受けて

いない 

巡視スタッフの対応 60.0％ 13.8％ 6.2％ 3.1％ 0％ 16.9％ 

総合案内所の情報提供 41.7％ 19.4％ 22.2％ 2.8％ 0％ 13.9％ 

閑院宮邸跡収納展示館の展示

内容やお客様への対応（解説

等） 

65.3％ 17.4％ 13.0％ 0％ 4.3％ 0％ 

京都御苑情報館の展示内容 26.5％ 32.4％ 20.6％ 2.9％ 2.9％ 14.7％ 
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  令和５年度アンケート結果 

京都御苑の情

報提供につい

て 

 充実 まあまあ

充実 

普通 少し悪い 悪い 分からない・

利用しなかっ

た 

HP（一般算団法人国民公園協

会京都御苑） 

21.7％ 34.8％ 21.7％ 2.2％ 0％ 19.6％ 

 

③ 収益業務 

（満たすべき水準） 

苑内利用者へのサービス向上を目的とし、包括的・統一的な苑内管理の下、維持

業務との連絡調整を図りながら、苑内利用者の利便性が高まり、安全・快適かつ清

潔な環境が保たれていること。特に、環境対策については、節電や脱プラスチック

等の積極的な取り組みを行うこと。また、自主業務を行う場合は、京都御苑の利便

性や魅力をより一層高めるよう適切に行うこと。 

 （実施状況） 

苑内利用者へのサービス向上のため維持業務と相互連携を保ち、適切な管理を行う

とともに、環境対策として紙製カップ、紙製ストロー、紙袋を提供してプラスチック

ごみ削減の取組みを引き続き行った。また、京都御所特別公開時に臨時飲食・売店の

設置運営管理を適切に行った。 

 

④ 業務の不備等 

（満たすべき水準） 

本業務の範囲内において、明らかな業務の不備や重大な過失に起因する、展示物及 

  び設備・備品の損傷・遺失の発生件数が０回であること。 

 （実施状況） 

本業務の範囲内において、明らかな業務の不備や重大な過失に起因する、展示物及 

び設備・備品の損傷・遺失の発生件数は０回だった。 

 

⑤ イベント等の企画立案 

（満たすべき水準） 

業務全体を通して、自然資源、歴史的遺構等の京都御苑の魅力を活用したイベント

を企画し、 実施回数が 12 回（年４回×３）以上であること。 

 （実施状況） 

 各年度においては以下のとおりテーマを設け自然資源、歴史的遺構等の京都御 

苑の魅力を活用したイベントを行った。 

〇令和５年度  

第１回 ９月２５日（月）   

「中秋の名月・・・月に祈りを」 テーマとなる和菓子：月見団子 

第２回 １１月１３日（月）  

「亥の日・・・火に祈りを」 テーマとなる和菓子：亥の子餅 
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  第３回 １月２２日（月） 

「節分・・・鬼に祈りを」 テーマとなる和菓子：神饌（神に捧げるお菓子） 

第4回 ２月２６日（月） 

「上巳の節句・・・花に祈りを」 テーマとなる和菓子：ひちぎり 

〇令和６年度  

第１回 １０月１３日（日）文化と生物多様性を学ぶ 庭園文化とコケの世界 

第２回 ３月２１日（金） 京都御苑歴史・自然観察会 

－京都御苑の学び方入門編－ 

第３回 ３月２５日（火） 京都御苑 －駒札巡りと自然散策－ 

第４回 ３月２８日（金） 京都御苑歴史・自然観察会 

－京都御苑の学び方入門編－ 

 

 （２）評価 

「達成すべき質及び最低限満たすべき水準」について、受託事業者から提出され

た月別作業計画書、報告書の内容及び各業務監督者の所見等から、マネジメント業

務は多岐にわたる業務間の総合的な調整及び適切な進行管理、植生管理業務は樹木

等の適正な維持及び管理、清掃業務は快適な施設の提供、巡視利用・指導業務は禁

止事項等の注意喚起等による安心・安全で快適な空間の提供、広報案内業務は利用

者の多様なニーズに応じた園内の情報発信、収益業務及び自主事業は包括的・統一

的な園内管理のもと維持業務との連携調整によるサービスの向上が図られたことが

認められる。また、業務の不備等については、明らかな業務の不備や重大な過失に

起因する、展示物及び設備・備品の損傷・遺失がなかったため、適切に管理がされ

ていたものと認められる。イベント等の企画立案については、京都御苑の魅力を発

信するイベントを企画・立案・実施することができたと認められる。 

以上のことから、いずれの項目も確実かつ適切に実施されたと認められ、「適」と 

評価できることから、達成すべき質であったと評価できる。 

 

２．民間事業者からの改善提案による改善実施事項 

受託事業者からは、企画提案時及び業務を履行する中で、以下のようなサービス向上

のための改善提案を受け、実施されている。 

 

（１）実施状況 

①京都御苑の維持管理全体に係る提案 

（ア）インバウンド対策として、QRコードの読み取りなどからスマートフォンで展開可

能な「多言語（英語・中国語・フランス語）デジタル御苑マップ」を作成した。な

お、御苑マップのデジタル化に伴い今まで提供していた紙製マップの削減も図って

いる。 

（イ）広報案内業務や巡視・利用指導業務などの各業務間で動植物の生態や季節の変化

等の情報共有化や案内用ツールを常時携行するなどの対応を強化し利用者への案内

に活用している。 
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（ウ）苑内利用者の安全性・快適性の確保や災害や事故等における初期の緊急対応（苑

内利用者の急病や負傷に対する応急処置）等に備え、従事者がAEDを適切に使用で

きるように年１回消防署と連携して講習を開催した。 

 

②維持業務に係る提案 

（ア）植生管理業務において、安全管理の徹底として日常的に苑内危険木調査を行い

対象となる樹木等については速やかに除去を行った。スズメバチ等危険生物につ

いては巡回により早期発見をし、処理を行うまでの間立ち入り防止柵の設置等を

行い、事故防止措置を図っている。 

（イ）清掃業務において、良好な景観の維持に努めるため除草を行うとともに、薬品

散布ができない環境下における除草対策を検討し、温水除草を使用することによ

る予防的対策を実施している。 

 

③収益業務に係る提案 

（ア） 京都御苑内の魅力を発信し京都の観光振興にも資することを目的とした京都御 

苑でしか購入のできない京都御苑オリジナル商品の開発を行い、苑内で販売を行

っている。 

（イ） 広報案内業務において、HPや SNS にて開花情報や見所に関する情報を定期的に 

発信している。蓄積したデータベースを有効活用した「苑内植物等の開花情報及

び見所マップの WEB アプリ」を作成中である。 

 

（２）評価 

上記改善提案等のとおり実施された取組は、いずれも利用者サービスの向上につな

がるものとして評価できる。 

 

３．実施経費についての評価 

実施経費比較にあたり、市場化テスト１期目より開始のマネジメント業務及び作業範

囲が増加した清掃業務等に係る経費を市場化テスト実施経費から除いた。 

従前経費（令和元年度）と実施経費を比較すると、差額は1,455,478円（増加率

2.4％）となり増加しているが、これは本件経費の大部分を人件費が占めるということ

からも、人件費単価の上昇によるものと考えられる。なお、表１のとおり、最低賃金時

間額の推移では、令和元年度から令和５年度の上昇率は10.9％である。また、表２のと

おり、本業務に類似した職種の労務単価も上昇しており、上昇率は17.2％であった。 

項目 金額等 

従来経費（Ａ）（令和元年度） 60,909,091円 

実施経費（Ｂ）（単年度） 85,243,333円 

控除後の実施経費（Ｃ） 62,364,569円 

差額 （Ｄ）＝（Ｃ）－（Ａ） 1,455,478円 

削減率 （Ｄ／Ａ×100） ＋2.4％ 
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表１:地域別最低賃金改定状況（京都府）                （単位：円） 

 

 

 

 

出所：厚生労働省 地域別最低賃金額改定状況  

 

表２：建築保全業務労務単価（大阪地区）              （単位：円/日） 

 市場化テスト前 

（令和元年度） 

令和５年度 

清掃員Ａ（日割基礎単価）     14,500円   17,000円 

上昇率       －    17.2％ 

出所：国土交通省 建築保全業務労務単価  

 

４．評価のまとめ 

（１）評価の総括 

前記「Ⅱ 評価 １．事業の質に関する評価」に記載のとおり、業務の実施にあた

り確保されるべき達成目標として設定された質については、目標を達成していると評

価できる。また、民間事業者の改善提案についても、民間事業者のノウハウと創意工

夫の発揮が業務の質の向上に貢献したものと評価できる。  

実施経費については、２．に記載のとおり、約2.4％増加しているが、最低賃金及

び労務単価の上昇分を勘案すると、一定の効果があったものと評価ができる。 

一方、競争性の改善においては、１者応札となっており、課題が認められる。 

 

（２）今後の方針 

本事業については、１者応札の点を除き、基準を満たしているものと判断する。１

者応札の課題に対しては、競争参加資格の緩和や情報開示に努めたが、解消されなか

った。さらなる１者応札改善に向け業務説明会及び入札説明会に参加した業者にヒア

リングしたところ、「落札決定から、業務開始までの期間があまりなく、必要な人員

体制の確保等が困難と判断した」という回答があったため、次回については入札公告

開始を早めるなど対応を検討したい。また、さらなる詳細な情報開示等についても検

討し改善を図りたいと考えている。 

 

 

市場化テスト前 

（令和元年度） 

令和５年度 

最低賃金時間額      909円 1008円 

上昇率       －     10.9％ 
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